
福井県立恐竜博物館初代館長の濱田�士先生が２０１１年１月１９日にご逝去になりました．享年

７７才でした．

濱田先生と恐竜博物館とのご縁が始まったのは，恐竜博物館の前身である福井県立博物館が

福井県勝山市で恐竜化石調査を開始した時期でした．正確には１９８９年に始まった第一次調査の

二年目（１９９０年）に，発掘調査事業の調査指導者をお願いしてからです．濱田先生が発掘現場

に来られると，調査にあたっていた調査員や学生さんたちに活気が生まれるなど，先生は発掘

成果に大きな影響を与えられました．発掘調査は１９９５年から第二次調査に入っていき，同年９

月には恐竜博物館を建設するための「恐竜博物館（仮称）基本構想・計画策定委員会」が福井

県教育委員会に設置されました．濱田先生は同委員会の委員長を務められ，半年後の１９９６年３

月には恐竜博物館（仮称）の基本構想・計画の答申を出されました．大変厳しいスケジュール

でしたが，現在，恐竜博物館の展示や運営等に答申書の基本的な考え方が生かされています．

引き続き，１９９６年１２月には恐竜博物館（仮称）建設準備委員会が設置され，濱田先生はその委

員長に就任されました．２０００年７月に福井県立恐竜博物館が開館するまで，先生には基本設

計，実施設計，展示資料の収集，研究職員の採用など多岐にわたる案件でご指導をいただきま

した．

恐竜博物館が開館してからは館長に就任され，開館直後の博物館運営に采配をふるわれまし

た．特に海外の博物館等との連携に尽力され，カナダのロイヤル・ティレル古生物学博物館

（２０００年），中国科学院古脊椎動物古人類研究所（２００１年），浙江自然博物館（２００４年）などとの

姉妹提携を実現されました．

濱田先生は２００５年３月に恐竜博物館を勇退されましたが，２０１０年７月に開館１０周年を迎える

ことができたことや，２０１０年度の総入館者が５０万人を超えるなど先生のご尽力が大きく結実し

た結果と確信致しております．

合掌

福井県立恐竜博物館特別館長
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